
米中関係悪化のリスクで60ドル割れ
NY原油先物相場は、1バレル=62.92ドルドルまで切り返した後、58ドル台後半まで急反落する展開に

なった。石油輸出国機構（OPEC）プラスは10月5日、11月に自主減産の規模を日量13.7万バレル縮小

することを合意した。10月と同規模になるが、事前にマーケットはより大規模な減産縮小が合意される

可能性を織り込んでいたため、週中盤にかけて安値修正の動きが優勢になった。しかし、その後はイス

ラエルとハマスが和平案の第一段階で合意して中東地政学リスクが軽減されたこと、さらに米中対立激

化による石油需要環境の悪化リスクが材料視され、60ドルの節目を割り込む展開になった。5月8日以

来の安値を更新した。

トランプ米大統領は10月10日、中国のレアアース輸出規制強化の動きを受けて、月末に予定されてい

た米中首脳会談が開催されない可能性を示唆した。まだキャンセルはしていないとしているが、11月1

日から中国に100%の追加関税を課す方針を示すなど、米中関係の先行き不透明感が高まっている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月3日時点）は、原油が前週比372万バレル増、ガ

ソリンが160万バレル減、石油精製品が202万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給緩和で戻り売り、米中関係を巡る動向に注目

2

【展望】

需給緩和見通しを背景に戻り売り優勢の展開が続く見通し。

石油輸出国機構（OPEC）プラスは11月に減産縮小（＝増

産）を加速させることを見送ったが、供給過剰傾向が強まる

中で追加増産に踏み切ることに変わりはない。何らかの供給

障害が発生しなければ、国際原油需給の緩み、在庫積み増し

圧力が、原油相場の上値を圧迫する見通し。一本調子の値下

がりは回避される傾向にあるが、10月10日には60ドルの節

目を割り込み、このまま50ドル台後半にコアレンジ切り下げ

を打診する展開になろう。

10月10日には米中対立が激化するリスクが、改めてクローズ

アップされた。月末に米中首脳会談を開催して緊張緩和に向

かうのか、首脳会談の開催見送りで米中両国が11月から関税

の応酬に向かうのか、先行き不透明感が強い。米中両国の動

向をみながら、更に需要リスクを織り込む必要があるか否か

を探る展開になろう。特に株価急落が続くと、原油相場も一

気に年初来安値55.12ドル割れを打診する可能性が浮上する。

一方、早期に緊張緩和に向かう見通しが強まると、60ドル台

回復が打診される見通し。

10月13日にOPEC、14日に国際エネルギー機関（IEA）が月

報を発表する。9月はIEAが年末に向けての大幅な供給過剰見

通しを示したことが、原油相場の地合悪化を促した。改めて

IEAが供給過剰見通しを示すと、原油相場の低迷が追認され

やすくなる。

中東地政学リスクは緩和しているが、ウクライナ情勢は依然

として不安定化している。ウクライナ軍のロシア石油施設に

対する大規模攻撃、欧米のロシア産石油に対する追加制裁と

いった動きがあると、短期上昇が試される可能性はある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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